
JP 2018-509888 A5 2019.3.14

10

20

30

40

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成31年3月14日(2019.3.14)

【公表番号】特表2018-509888(P2018-509888A)
【公表日】平成30年4月12日(2018.4.12)
【年通号数】公開・登録公報2018-014
【出願番号】特願2017-539659(P2017-539659)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   7/01     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  48/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  38/19     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  35/76     (2015.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/14     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/18     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/20     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  33/02     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  19/00     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   5/0783   (2010.01)
   Ｃ０７Ｋ  16/28     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   5/09     (2010.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ   15/00     ＺＮＡＡ
   Ｃ１２Ｎ    7/01     　　　　
   Ａ６１Ｋ   48/00     　　　　
   Ａ６１Ｋ   39/00     　　　Ｈ
   Ａ６１Ｋ   38/19     　　　　
   Ａ６１Ｋ   35/76     　　　　
   Ａ６１Ｐ   43/00     １２１　
   Ａ６１Ｐ   43/00     １０５　
   Ａ６１Ｐ   35/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   31/14     　　　　
   Ａ６１Ｐ   31/18     　　　　
   Ａ６１Ｐ   31/20     　　　　
   Ａ６１Ｐ   33/02     　　　　
   Ｃ０７Ｋ   19/00     　　　　
   Ｃ１２Ｎ    5/0783   　　　　
   Ｃ０７Ｋ   16/28     　　　　
   Ｃ１２Ｎ    5/09     　　　　

【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　分泌可能なｇｐ９６－Ｉｇ融合タンパク質をコードする第一のヌクレオチド配列と、Ｔ
細胞共刺激融合タンパク質をコードする第二のヌクレオチド配列とを含む発現ベクターを
含む組成物であって、
対象に投与されると前記Ｔ細胞共刺激融合タンパク質が抗原特異的Ｔ細胞の活性化を増進
し、
前記Ｔ細胞共刺激融合タンパク質は、ＯＸ４０Ｌ－Ｉｇ、もしくはＯＸ４０に結合するそ
の一部、ＩＣＯＳＬ－Ｉｇ、もしくはＩＣＯＳに結合するその一部、４－１ＢＢＬ－Ｉｇ
、もしくは４－１ＢＢＲに結合するその一部、ＴＬ１Ａ－Ｉｇ、もしくはＴＮＦＲＳＦ２
５に結合するその一部、ＧＩＴＲＬ－Ｉｇ、もしくはＧＩＴＲに結合するその一部、ＣＤ
４０Ｌ－Ｉｇ、もしくはＣＤ４０に結合するその一部、またはＣＤ７０－Ｉｇ、もしくは
ＣＤ２７に結合するその一部から選択される、組成物。
【請求項２】
　前記ベクターが、ＤＮＡベースの哺乳動物の発現ベクターである、請求項１に記載の組
成物。
【請求項３】
　前記ｇｐ９６－Ｉｇ融合タンパク質が、ｇｐ９６　ＫＤＥＬ（ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：３
）配列を場合により欠く、請求項１に記載の組成物。
【請求項４】
　ｇｐ９６－Ｉｇ融合タンパク質中のＩｇタグが、ヒトＩｇＧ１、ＩｇＧ２、ＩｇＧ３、
ＩｇＧ４、ＩｇＭ、ＩｇＡ、またはＩｇＥのＦｃ領域を含む、請求項３に記載の組成物。
【請求項５】
　前記Ｔ細胞共刺激融合タンパク質中のＩｇタグが、ヒトＩｇＧ１、ＩｇＧ２、ＩｇＧ３
、ＩｇＧ４、ＩｇＭ、ＩｇＡ、またはＩｇＥのＦｃ領域を含む、請求項１に記載の組成物
。
【請求項６】
　前記発現ベクターが、ウイルスもしくはウイルス様粒子中に組み込まれる、請求項１～
５のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項７】
　前記発現ベクターが、ヒト腫瘍細胞中に組み込まれる、請求項１～６のいずれか１項に
記載の組成物。
【請求項８】
　前記ヒト腫瘍細胞が、樹立されたＮＳＣＬＣ、膀胱癌、メラノーマ、卵巣癌、腎臓細胞
癌、前立腺癌、肉腫、乳癌、扁平上皮癌、頭頸部癌、肝細胞癌、膵臓癌、または結腸癌細
胞株からの細胞である、請求項７に記載の組成物。
【請求項９】
　対象を処置するための請求項１に記載の組成物であって、
前記対象は、ｇｐ９６－Ｉｇ融合タンパク質をコードする第一のヌクレオチド配列と、Ｔ
細胞共刺激融合タンパク質をコードする第二のヌクレオチド配列とを含む発現ベクターを
含む組成物の有効量を投与され、前記Ｔ細胞共刺激融合タンパク質は、ＯＸ４０Ｌ－Ｉｇ
、もしくはＯＸ４０に結合するその一部、ＩＣＯＳＬ－Ｉｇ、もしくはＩＣＯＳに結合す
るその一部、４－１ＢＢＬ－Ｉｇ、もしくは４－１ＢＢＲに結合するその一部、ＴＬ１Ａ
－Ｉｇ、もしくはＴＮＦＲＳＦ２５に結合するその一部、ＧＩＴＲＬ－Ｉｇ、もしくはＧ
ＩＴＲに結合するその一部、ＣＤ４０Ｌ－Ｉｇ、もしくはＣＤ４０に結合するその一部、
またはＣＤ７０－Ｉｇ、もしくはＣＤ２７に結合するその一部から選択され、前記対象に
投与されると前記Ｔ細胞共刺激融合タンパク質は抗原特異的Ｔ細胞の活性化を増進し、か
つ
前記ベクターは、ウイルスもしくはウイルス様粒子中に組み込まれ、任意に前記ベクター
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は、照射されているかまたは生存していて弱毒化しているヒト腫瘍細胞中に組み込まれる
、請求項１に記載の組成物。
【請求項１０】
　対象における抗原特異的Ｔ細胞の活性化において使用するための、分泌可能なｇｐ９６
－Ｉｇ融合タンパク質をコードする第一のヌクレオチド配列と、Ｔ細胞共刺激融合タンパ
ク質をコードする第二のヌクレオチド配列とを含む発現ベクターを含む組成物であって、
前記Ｔ細胞共刺激融合タンパク質は、ＯＸ４０Ｌ－Ｉｇ、もしくはＯＸ４０に結合するそ
の一部、ＩＣＯＳＬ－Ｉｇ、もしくはＩＣＯＳに結合するその一部、４－１ＢＢＬ－Ｉｇ
、もしくは４－１ＢＢＲに結合するその一部、ＴＬ１Ａ－Ｉｇ、もしくはＴＮＦＲＳＦ２
５に結合するその一部、ＧＩＴＲＬ－Ｉｇ、もしくはＧＩＴＲに結合するその一部、ＣＤ
４０Ｌ－Ｉｇ、もしくはＣＤ４０に結合するその一部、またはＣＤ７０－Ｉｇ、もしくは
ＣＤ２７に結合するその一部から選択され、
前記対象は前記組成物の有効量を投与され、前記対象に投与されると前記Ｔ細胞共刺激融
合タンパク質は抗原特異的Ｔ細胞の活性化を増進し、かつ
前記ベクターは、ウイルスもしくはウイルス様粒子中に組み込まれ、任意に前記ベクター
は、照射されているかまたは生存していて弱毒化しているヒト腫瘍細胞中に組み込まれる
、組成物。
【請求項１１】
　対象における抗原特異的Ｔ細胞の活性化のための医薬の製造における、分泌可能なｇｐ
９６－Ｉｇ融合タンパク質をコードする第一のヌクレオチド配列と、Ｔ細胞共刺激融合タ
ンパク質をコードする第二のヌクレオチド配列とを含む発現ベクターを含む組成物の使用
であって、
前記対象は前記組成物の有効量を投与され、前記対象に投与されると前記Ｔ細胞共刺激融
合タンパク質は抗原特異的Ｔ細胞の活性化を増進し、前記Ｔ細胞共刺激融合タンパク質は
、ＯＸ４０Ｌ－Ｉｇ、もしくはＯＸ４０に結合するその一部、ＩＣＯＳＬ－Ｉｇ、もしく
はＩＣＯＳに結合するその一部、４－１ＢＢＬ－Ｉｇ、もしくは４－１ＢＢＲに結合する
その一部、ＴＬ１Ａ－Ｉｇ、もしくはＴＮＦＲＳＦ２５に結合するその一部、ＧＩＴＲＬ
－Ｉｇ、もしくはＧＩＴＲに結合するその一部、ＣＤ４０Ｌ－Ｉｇ、もしくはＣＤ４０に
結合するその一部、またはＣＤ７０－Ｉｇ、もしくはＣＤ２７に結合するその一部から選
択され、かつ
前記ベクターは、ウイルスもしくはウイルス様粒子中に組み込まれ、任意に前記ベクター
は、照射されているかまたは生存していて弱毒化しているヒト腫瘍細胞中に組み込まれる
、使用。
【請求項１２】
　前記対象への前記組成物の投与が、前記患者における腫瘍抗原特異的Ｔ細胞の活性化ま
たは増殖を増大し、前記患者における前記腫瘍抗原特異的Ｔ細胞の活性化または増殖が、
前記投与の前の患者における腫瘍抗原特異的Ｔ細胞の活性化または増殖のレベルに比較し
て少なくとも２５％増大される、請求項１～１１のいずれか一項に記載の組成物または使
用。
【請求項１３】
　ヒト癌患者は、腫瘍細胞によって産生される免疫抑制分子を阻害する薬剤と組み合わせ
て前記組成物を投与され、前記薬剤が、ＰＤ－１に対する抗体である、請求項１～１２の
いずれか一項に記載の組成物または使用。
【請求項１４】
　前記ヒト患者への前記組成物の投与が、病原性抗原特異的Ｔ細胞の活性化または増殖を
刺激するか、または前記Ｔ細胞共刺激分子が、ｇｐ９６－Ｉｇワクチン接種単独よりも高
いレベルに前記対象における抗原特異的Ｔ細胞の活性化を増進する、請求項１～１３のい
ずれか一項に記載の組成物または使用。
【請求項１５】
　前記対象がヒトである、請求項１～１４のいずれか一項に記載の組成物または使用。
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